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【GWイベント】

土器・ドキ＊ウィーク
2023 in ミュージアム
4/29（土）～5/14（日）

ホンモノの土器に
見て・触れて、
ドキドキしよう！

●毎週土日祝日

「ミュージアム
展示解説」

①10：30～
②13：30～

学芸員やサポーター
が館内の解説をおこ
ないます

●毎月最終土曜

「あつまれ！
ミュージアム
キッズデー」

（1）5/27（土）
（2）6/24（土）

各10：30～

読み聞かせや簡単な
工作で遊びましょう！

【特別展示】

天明噴火240年
資料特別公開
6/10（土）～8/20（日）
※詳細は後ほどＨＰ等にて

6/11（日）

天明噴火240年
連続講座第１回
※詳細・申込みはＨＰ
にて

詳細はHPでご確認ください。【 お問い合わせ／お申し込み：0279－82－5150 】

みなさん、こんにちは！開館３年目を迎えた、やんば天明泥流ミュージアムです。今月から２ヶ月に１回、ミュー
ジアムからのお知らせをお届けします。
今年度、ミュージアムではいろいろな催しを用意しています。ＧＷ期間中はホンモノの縄文土器を見てスケッチが
できたり、土器にさわったりできる「土器・ドキ＊ウィーク」を開催！ 「一度は行ったよ！」という方も、「そういえば
まだ行ったことなかった！」という方も、この機会にぜひお気軽にご来館ください。
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天明噴火240年の
全3回の特別講座
です。
第２回：7/9（日）
第３回：8/6（日）

天
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搾油器（さくゆき）をご紹介します。これは、木製の油を搾る道具

です。

天明当時、上州の片田舎でも、行灯が使われるようになり、夜なべ

仕事も出来るようになりました。当時、高価だった油を取るためエ

ゴマなどを栽培し自家製の油を作っていたのでしょう。

親子体験教室で、実際にこの道具を使って、油搾りをやりました。

とても澄んだ、黄金色のきれいな油が出来ました。

エゴマ油は当時、食用ではなく、主に灯明（とう

みょう）油として使われていました。

エゴマは縄文の遺跡からも見つかっています。奈良誠一さん
（サポーターの会会長）

梅干しの種が入った桶が展示してあります。

桶が黒ずんでいるので、よく「こげてし

まったのですか」と聞かれます。天明泥流

は浅間山がくずれたものなので温度は普通

の土砂の温度です。その中に大小の溶岩も

一緒に流れてきてその周辺は高温になりま

すが、この桶の黒ずみは高温が原因ではあ

りません。長い間土の中に埋まっていた木

材は大変もろくなっているため､ポリエチレ

ングリコールと言う薬品を使って保存処理

をします。桶が焦げたように黒く見えるの

はこの薬品の影響です。（古澤）

ミュージアムサポーター
研修旅行を行いました！

ミュージアム

私のイチオシ！
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●4月1日より、下記のクーポンまたは
会員証の提示により、入館料が100
円引きとなります。
ご利用ください！

＊長野原町アプリクーポン
＊JAF会員証
＊モンベルクラブ会員証

※１回の提示で5名様まで
※その他の優待との併用はできません。

★長野原町民は
いつでも無料です！

展 示 品 こ ぼ れ ば な し Vol.01

⇒

「梅干しの桶はなぜ黒い？」


